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研究課題 アダプティブ・ラーニングを地盤とした２１世紀スキルと ESD 教育の推進 

副題 ～全生徒を全教員で見守り自己実現を可能にするＩＣＴとＡＩの効果的な活用～ 

キーワード パフォーマンス評価 非認知的スキル 一人一台端末 G Suite for Education 

学校/団体 名 大阪市立新巽学校 

所在地 〒５４４-００１５ 大阪府大阪市生野区南巽４−２−５３ 
ホームページ http://swa.city-osaka.ed.jp/swas/index.php?id=j672488 

 
１．研究の背景 

 本校はこれまで、特段 ICT を活用している学校でも、秀でた取り組みを継続している学校と

いうわけでもない。しかし、「全ての子どもたちに学習権を保障すること」と「すべての子ども

たちに居場所を整える」ことを目的に複数担任制やタテ持ち型編成など、仕組みから是正しな

がら取り組みを進めてきた背景がある。 
 そんな中、多様な個性を持つ子どもたちを前に、従来の仕組みや学校の資源だけでは目的を達

成しづらいことに気がついた。社会の変化やテクノロジーの進化、価値観の多様性を前にし、今

まで大切にしてきたことを守り抜くには、仕組みを見直すだけではなく、テクノロジーを基盤と

した環境とし、ICT を日常的に活用できるかが重要であると考えるようになってきた。 
 すべての子どもにとって最適化され、他者とより良く生きるための学びの場を整えるために

PBL を導入し、社会とつながる学習を推進してきた。全学年でプロデュースが進み、探究的な

学びや、生徒と共に伴走する教師の姿、ICT を手段として活用する姿が生まれ始めた。しかし、

一方で教科の授業は従来的な一斉講義型のままであった。全体を単一化して捉えてしまい、生徒

一人一人に焦点が当たりにくい状況がなかなか改善されなかった。この課題解決として、定期テ

ストを再編し、「テストの目的を整理する」ことを通じて授業デザインを改善することとした。 
 
２．研究の目的 

 上記の背景を踏まえ大きく３つの目的を掲げた。 
１つ目は不登校生徒や特別支援学級など環境が異なる全ての生徒たちに対して「個」に適した学

力向上の手立ての仕組みを提案することである。つまりすべての子どもに個別最適な学びへつ

ながる授業デザインをするということである。 
 ２つ目は定期テストを単元テストと実力テストに再編することで、個のできる、できないをよ

り明確に可視化することである。すべての子どもに目標に準拠した評価を行うために、子ども

たちの成長に焦点を当てたテストの仕組みを構築する計画をした。 
 ３つ目は PBL を実践し、本校で定めたコンピテンシーを深め、生徒・教師双方向の“目指す

生徒像”を確立することである。つまり、本校での学びを通じてどのような資質・能力を身につ

けてほしいかを整理し、すべての子どもが自己研鑽のベクトルを持てるような視点を共有する

ことである。これらの取り組みを中心に経緯や実践について述べていきたい。 
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３．研究の経過 

 テストの再編● パフォーマンス課題★ 学び方と資質・能力◆ ICT の整備▲ 

月 取組内容 

2019/4 ・定期テストから単元テストへの移行● 

2019/6 ・定期校内研修①（テストの目的の整理に関して）◆ 
・単元テストの結果一覧の作成と実力テストとの相関グラフの作成● 

2019/7 ・タブレットドリル（東京書籍）の導入▲ 

2019/9 ・みんなの学習クラブ（日本コスモトピア）の導入▲ 

2019/11 ・定期校内研修②『評価とは何か？に関する研究授業』（理科・社会）★ 

2020/2 ・定期校内研修③（評価の目的と授業デザインに関しての整理）● 
・目的別のテストの仕分けと名称の決定● 

・テストの適切な校時や学び直しの仕組みの整理● 
・地域活性化プロジェクト学習発表会◆ 

2020/4 ・Chromebook の導入（3年生から段階的に）▲ 

・校内WiFi の導入（11 台ルーターの設置）▲ 
・オンライン学活、オンライン PBL の始動◆ 
・Qubena（COMPASS）の導入▲ 

2020/6 ・全生徒へ Chromebook 一人一台配布▲ 
・Google Workspace for Education の活用▲ 
・定期校内研修④（対面とオンラインの効果的な融合の整理） 

2020/7 ・部活動、特別活動など幅広くかつ、日常的な端末活用の推進◆ 

2020/10 ・資質能力を向上させる PBL 学習の推進◆ 

2020/12 ・定期校内研修⑤（パフォーマンス課題の提案：数学）★ 

2021/2 ・オンライン研究発表会（数学・英語・理科の授業とグループセッション）★◆ 

 
４．代表的な実践 

①定期テストの再編 
 成長に焦点をあてるための評価とするために、まずは定期テストから単元テストへ移行を行っ

た。最終的に本校のテストは＜資料１＞の４種類に大別された。また進路選択時には相対的な評

価が求められることも踏まえ、下記の＜資料２＞のようにテストの目的を整理した。 
＜資料１＞ 

①B テスト（BASIC KNOWLEDGE TEST）＊知識技能・思考表現判断等のテスト 
単答選択式・並べ替え・計算技能、思考表現判断等の紙面上で問うことが可能な能力全般を評

価するいわゆるペーパーテストのこと。単元や領域等をさらに細かく分割しショートスパンで

実施することで、到達度を生徒教師双方向で認識し、学び直しの手立てをフィードバックする。 
5科：2週間に 1回程度の実施 4科：学期末に 1回程度の実施 
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②S テスト（SKILL TEST）＊技能ベースのテスト 
実験器具や刃物、火器類といった制作道具の使用技術、英語科のスピーキング等の技能が身に

ついているかを問う実技系の技能テストのこと。主に授業内で実施し、その能力を評価し、フ

ィードバックする。 

③P テスト（PERFORMANCE TEST）＊パフォーマンス課題 
単元目標を達成しているかを逆向き設計に基いて場面・課題設定をし、課題解決に向けた活動

のプロセス内で評価する。主に授業内で実施し、ルーブリックを提示することで、生徒に求め

る達成度を可視化してそのプロセスや成果物、実地の実演等を評価し、フィードバックする。 

④到達度確認テスト及び実力テスト 

外部テスト（五ツ木）や大阪府チャレンジテストなどを組み合わせることで相対的な学力との

相関性を評価し、評定と評価をある程度分離した評価の仕組みを構築する。 

＜資料２＞ 
 主に B テストは成長に焦点を当てるものとし、いわ

ゆる学び直しのサイクルという特性を持つものとして

位置づけた。一方で、１・２年次にも広範囲で他者と

比較するテストを学期に１回程度組み込むことで入試

制度への橋渡しをし、３年次には相対的な意味合いの

テストへ移行する仕組みとした。 
②パフォーマンス課題の実践 

 パフォーマンス課題は教科の知識技能を基盤として、自己の考えを表現する場面へ誘うものが

多い。なので、生徒それぞれの体験や経験によって生まれる表現の違いがどの教科でも見られた。

実践の多くで「教科だけの力で切り取ることができるような場面ではない」や「単元を横断した

り、単元が一気に深まってしまう」といった声も上がった。子どもたちの潜在能力の高さを強く

感じるものとなった。＜資料３＞では数学、＜資料４＞では英語の実践事例を紹介する。 
＜資料３＞数学科の実践 
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＜資料４＞英語科の実践 

 
③PBL の実践 
 資質・能力の育成に向けての取り組みは２年生の実践を報告する。

e-sports をテーマに、「なぜゲームは悪いものだと思われているのか？」

という問いと、「ワクワクドキドキの仕組みって何だろう？」に迫るべく

約半年間探究を進めた。そして学習発表では「脱獄ごっこ」という UUUM
が提供しているアプリを活用して e-sports 大会を実施し、「なぜゲームは

悪いものだと言われるのか？」のテーマでプレゼンするなど子供た

ちと一緒にモノとの向き合い方、関わり方について考えた。企画・

運営を進めることやプレゼンはもちろん、＜資料５＞では e-sports
で求められるスキルと非認知的スキルとの整合性も整理することが

できた。 
＜資料５＞ 
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５．研究の成果 

①定期テスト再編における成果 
 研究データとしてはまだまだ不十分であるが、定量的評価は下記のようになった。＜資料６＞

では「成長に焦点を当てた B テストが、実力テストでも良い影響を及ぼすか」というものであ

るが、84%の生徒が向上した記録がみて取れた。また、＜資料７＞は「授業中間違っても笑われ

ない」というデータであるが大阪府平均を上回っている。これは学校全体の評価方法から相対性

が薄まり、個人の成長に焦点が当たっているからと考えることができる。 
 定性的評価として、生徒からは「毎日テストが続いて大変だ」という声も上がるが、B テスト

に真面目に向き合っているからこそ上がる声でもあった。また、ある保護者から「子どもは学習

する習慣が身についたと言っている。他校の保護者からは定期テストの方がいいのではと言われ

るが、B テストの方がいいとわかるエビデンスはないか？」という声も上がった。 
 
＜資料６＞実力テストの偏差値推移    

 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜資料７＞授業中間違っても笑われない 

 
 
 
 
 
 
 

②パフォーマンス課題における成果 
 テストの目的を整理したことで、「教科としてどんな力を身につけさせたいのか」という教科

本来の目的に立ち返ることができた。また、ICT との相性の良さも実感できるものであった。

例えば美術の授業で空想画を描かせる際、今までは同じ資料集だけだったので似たような作品に

なることも多かったが、端末を使うことで多様な資料に出会い、表現の幅が広がった。また、生

徒一人一人のプレゼン等を聞きたくても授業内では時間的に難しい。そんな時、動画で提出させ

るなど、身近にあるからこそ手軽な手段として活用する場面を多くみることができた。 
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③PBL 実践における成果 
 コロナで外部に出ることが激減したが、一人一台ワークショップな

ど、オンライン形式の実践を行うことができた。活動に制限がある１

年であったが、次年度につながる形を構築することができた。 
 
④個別対応への成果 
 登校が困難な生徒も Qubena を活用して学習を進めることができた。場所は違えど学習の様

子を見とることができ、その生徒の評価は高いものとなった。また、特別支援教室ともオンライ

ンで教室をつなぐことができ、選択できる環境までは整えることができた。 
 
６．今後の課題・展望 

 この２年間で本校の仕組みや方向性ついて概ね整理できた。しかし、P テストにおける評価や

授業改善はこれからなので、下記のように今後の課題と展望を整理する。 
 まずは B・S・P テストすべてを踏まえた総括的評価の仕組みの構築したい。バランスや組み

合わせ等、全体で共有したい。また、P テストのルーブリック評価もより良い方法を模索したい。

自己評価をしやすくするために基準を１点に絞ったルーブリックなども活用する。P テストや B
テストの実施時期の重なりを解消するために、年度当初にカリキュラムマネジメントを行いたい。

現在、教育目標の再編を行なっているが、非認知的スキルに焦点をあて、どんな力を育みたいの

かを全体で整理する手立てとしたい。一方で、これらの取り組みを進めるためには、生徒に選択

できる時間を生み出す必要がある。午前は教科の授業、午後は PBL など弾力的な時間割の編成

を行いたい。これを実施するためには短い時間で質を担保する授業デザインが必要となる。その

ために手段として ICT を日常的に使っていきたい。 
 
７．おわりに 

 冒頭にも述べたように本校は決して特別な土台があったわけではない。子どもたちを主語にす

え、自己実現の学びを場をつくるために伴走してきた。それがゆえに、本校の実践はどの学校で

も取り入れることができると考える。この報告書が少しでも問題解決の糸口になり、子どもたち

の未来につながることを願って結びとしたい。 
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